Development of the Technique for All-Female Seedling Production in the Spotted Halibut Verasper variegatus by 築山 陽介
ホシガレイの全雌種苗生産技術の開発に関する研究 
(Development of the technique for all-female seedling production in the spotted halibut 
Verasper variegatus) 
長崎大学大学院生産科学研究科 
築山 陽介  


















雌性発生二倍体の作出（第 2 章） 
雌性発生による全雌種苗生産を試みた。雌性発生二倍体の作出にはマダイまたはホシガ
レイの精子を紫外線照射により不活化して用いた。ホシガレイの卵を不活化した精子によ






人為的な性制御（第 3 章） 








高水温飼育による性転換（第 3 章，第 2 節） 
本種仔魚を 4 日齢から 10，20，23，26，28℃および自然水温で飼育すると，23℃にお
いて性比が雄へ偏った。26℃および 28℃では仔魚が大量へい死し，飼育を中止した。40
日齢から 28℃で飼育すると，140 日齢の稚魚の生殖腺内には少数の生殖原細胞のみが存在






メチルテストステロン投与による性転換（第 3 章，第 3 節） 
 雄性ホルモンであるメチルテストステロン（以下，MT）を本種の仔稚魚に経口投与し，
雄化を試みた。その結果，40～300 日齢までの期間に 0.1 および 1μg/g･diet 添加した区に
おいて雄への偏りがみられたが，0.001，0.01 および 10μg 添加区では性比は 1:1 であった。
また，0.5μg/g･diet を 130，170 および 300 日齢まで投与した区では雄への性比の偏りが
みられた。これらのことから，MT を 0.5μg/g･diet 添加した飼料を性分化開始前の 40 日
齢から少なくとも 130 日齢まで投与することにより，雌を雄化できることが分かった。 
 
本研究では，ホシガレイの全雌種苗を生産するための技術開発に取り組んだ。本種はヒ
ラメ，マツカワ等と同様に水温依存性の性決定機構を持ち，高水温により雄化できたが，
高水温は生残に悪影響を及ぼすことから，水温制御により雄化を促すのは困難であった。
しかし，MT の経口投与では効率的な雄化が可能であったことから，この方法は偽雄の作
出に有効であると考えられた。本研究では，雌性発生二倍体の大量生産には至らなかった
が，今後，雌性発生魚に雄化処理を施して偽雄を作出することにより，効率的な全雌種苗
生産の実用化が期待される。 
